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定理 1.2.3は,υ∈R+に対 して ,
∈Q+に対して,(1.1)が
1



























































第2章 体                      13





































































































































































































第2章 体                      20
定理 2。3.10体κ ⊂C及び,α∈Cについて,αがκ 上代数的とする。
さらに,∫(″)∈K回をαのK上の最小多項式とし,∫(″)の次数はηと
する。このとき,








p(")=∫(″)g(″)十pl(″)       (2.4)





























に関する多項式であるから,κ(α)⊂{αo+αl α+…・+αれ_lαれ~1 1 αO∈κ}
であることが分かる。
一方,式(2.3)より,K(α)⊃{αo+αl α+…・+αれ_lαη llαづ∈κ)は明







bO+blα+…・+bπ_lαη l=αO+αl α+…+αη lαn l  (2.11)
とおく。このとき






































































































































































































9(χ)S(")            9′(″)Sノ(″)








































































































































































とな るので,9(α)が決 まれ ば,写像 りが決 まる。 ここで,∫(χ)=Co+
Cl″十・…+χπ(CO,…・,ら-lCK)とす ると,∫(")はαの κ 上の最小多項
式 よ り,





































=9(αo+αl α+…・+απ lαれ1)+9(bo+blα+…・+bπ lαπ l)
=9(Z)+9(υ)
2.K(α)の任意の元 z,りに対して
z=αO+αlα+…・+απ lαη~1, υ=bO+blα+…・+られ_lαη l
?
?

















に対して,90)=Pである。                  □
3.2 -般の同型の拡張
実際には体K⊂Cに対して,κからCへの包含写像ではなく,κか



























,=0          0=0
N       Ar
=Σψ侮)が十Σ9侮ン



















2ハ″   づ
=ΣE(ΣEりしたわじ一a)タ
を=0  た=0
2♪√   j
=Σ(Σりしのワ餓―の)が
,=0  ん=0
N         N
=(Σ9幌ンリ×(Σ90)″つ











































































′(")           (3.6)
である。いま,κが可算なのでκ′も可算であるから,系2.6.4より,K′
上超越的な元βcCが存在する。このとき,定理2.5.2より
K(α)堅κ(χ),K′(″)竪K′(β)     (3.7)
であるので,式(3.6), 式(3.7)の同型を与える同型写像を合成して
Φ:κ(α)与K(Z)らK′(")与K′(β)⊂C

































































































































































Re(Φ(υづ))=Re(9(し))          (3.15)
となる。

































































































































ん(″)=A(″)一Clχん(″)       (4.8)
第4章 タイリング可能であるための必要十分条件 47
より,g(″)はん(")を割り切る。また,












































定理 4.1.2を用いて,定理 1.2.4の条件 2が成 り立つならば条件 3が成
り立つことの証明をしていく。定理 1.2.3より,条件3が成 り立つならば
























































































































































































1   10″=6″+夏万
1       1=τ"+tlal
10″













































































































































































S(″)="π+1+ν⊆llm(απ l+C+αν⊆1)"η+Re{(c+αV仁1)αη l+απ 2}″れ1+・…
ι(″)=Re(αη l+C十ごV⊆1)″π+ν⊆llm{(C+α～/⊆1)απ_1+αη_2}π
η l+・…













































































































































































仰 +α→ +咄 +給 匂
=年一幸“
υ+α→+υl(αl+:告)





・ +Ъ=鮮-0+け考  側
となる。
4.式(A.17)の分子の″2の係数(Dlβl)について考えていく。











付 録A W甜の定理                   62
6.式(A.17)の分子 (γl―■υl)の定数について考えていく。
範―■匂=:一キけ■η―・匂








































































































































































































































































































































付 録A Wallの定理                   69
□






T(")=ャ/町ιl+αl″+   1







































































































a→=む+    側
≒+嘉
となるα,>0が存在する。





















⊆lιη l+亀1)+7     (～圧lιη l+απ_1)九(χ)+九+1(")
-lιπ+硫″        九(π)
九 1(″)
九(″)




















ん(χ)=A(χ)―(ν⊆lιl+αl″)ん(χ)    (A.41)
より,θ(″)はん(″)を割り切る。
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